
　
J
I
C
A
の
取
り
組
み
の
一
つ
に
、

海
外
投
融
資
が
あ
る
。
同
じ
有
償
資
金

協
力
で
あ
る
円
借
款
の
場
合
、
事
業
資

金
を
貸
与
す
る
対
象
が
国
政
府
に
な
る

が
、
海
外
投
融
資
の
場
合
は
途
上
国
で

事
業
を
行
う
民
間
企
業
や
民
間
金
融
機

関
が
対
象
と
な
る
。
つ
ま
り
、
海
外
投

融
資
は
相
手
国
政
府
の
借
金
を
増
や
す

こ
と
な
く
、
民
間
企
業
や
民
間
金
融
機

関
を
通
じ
て
途
上
国
の
経
済
を
活
性
化

さ
せ
雇
用
を
創
出
し
、
ひ
い
て
は
人
々

の
生
活
向
上
に
結
び
つ
く
経
済
効
果
を

も
た
ら
す
新
し
い
協
力
の
在
り
方
だ
。

J
I
C
A
で
は
2
0
1
3
年
よ
り
海

外
投
融
資
を
本
格
的
に
再
開
し
、
近
年

は
案
件
数
が
増
加
し
て
い
る
。

　
男
性
に
比
べ
て
社
会
的
に
不
利
な
立

場
に
置
か
れ
て
い
る
女
性
た
ち
の
能
力

を
強
化
す
る
こ
と
が
、
途
上
国
に
共
通

す
る
課
題
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。「
途

上
国
の
女
性
は
非
正
規
の
仕
事
に
従
事

す
る
割
合
が
高
く
、
雇
用
状
況
も
収
入

も
不
安
定
で
す
。
彼
女
た
ち
の
多
く
は

金
融
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ず
、

収
入
を
増
や
す
た
め
の
元
に
な
る
資
金

を
得
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
自
分
の
お

金
を
安
全
に
貯
蓄
で
き
ま
せ
ん
。
金
融

機
関
に
口
座
を
持
た
な
い
世
界
の
成

人
人
口
約
17
億
人
の
う
ち
約
10
億
人

は
女
性
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
」
と

J
I
C
A
民
間
連
携
事
業
部
の
吉
田

進
一
郎
さ
ん
は
説
明
す
る
。
持
続
的
な

開
発
目
標
（
S
D
G
s
）
の
一
つ
に
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
達
成
と
女
性
の
能

力
強
化
が
掲
げ
ら
れ
、
18
年
に
カ
ナ
ダ

で
開
か
れ
た
G
7
サ
ミ
ッ
ト＊

1

で
は
女

性
の
経
済
的
な
能
力
強
化
を
促
進
す
る

た
め
、「
2
X
チ
ャ
レ
ン
ジ
：
女
性
の

た
め
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス＊

2

」
立
ち
上
げ
が

宣
言
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
と
く
に
女
性

の
金
融
ア
ク
セ
ス
を
促
進
す
る
流
れ
が

強
ま
っ
た
。

　
J
I
C
A
で
は
19
年
に
、
マ
イ
ク

ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
事
業
を
行
う
民
間
企

業
の
五
常
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー＊

3

に

10
億
円
を
出
資
し
、
ま
た
「
日
本

A
S
E
A
N
女
性
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
フ
ァ
ン
ド
」
に
最
大
3
0
0
0
万

米
ド
ル
の
追
加
出
資
を
行
っ
た
。

「
日
本
A
S
E
A
N
女
性
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
フ
ァ
ン
ド
で
は
、
J
I
C
A
の

配
当
順
位
や
配
当
利
回
り
を
他
投
資
家

よ
り
低
く
設
定
し
、
民
間
金
融
機
関
や

機
関
投
資
家
の
リ
ス
ク
を
軽
減
し
た
こ

と
が
、
よ
り
多
く
の
民
間
投
資
家
の
参

入
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
J
I
C
A

の
出
資
が
〝
呼
び
水
〞
と
な
っ
て
よ
り

多
く
の
民
間
投
資
家
か
ら
出
資
を
集
め

た
り
、
こ
れ
ま
で
の
技
術
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
生
か
し
て
開
発
を
促
進
し
た

り
す
る
役
割
も
担
っ
て
い
る
の
で
す
」

と
同
部
の
舟
越
和
子
さ
ん
は
話
す
。

貸
し
付
け
と
同
時
に

金
融
の
正
し
い
知
識
を

広
め
る

　
五
常
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
や
日

本
A
S
E
A
N
女
性
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
フ
ァ
ン
ド
を
通
じ
て
J
I
C
A

や
民
間
投
資
家
か
ら
の
出
資
を
受
け
た

ESG投資とは
　環境（Environment）、社会（Social）、企業統治

（Governance）に配慮している企業を重視・選別して行う
投資。環境では地球温暖化対策や生物多様性の保全活
動、社会では人権への対応や地域貢献活動、企業統治
では法令遵守、社外取締役の独立性、情報開示などを
重視する。国際連合が2006年に、投資家がとるべき行
動として責任投資原則（PRI ： Principles for Responsible 
Investment）を打ち出し、ESGの観点から投資するよう提
唱したため、欧米の機関投資家を中心に企業の投資価値
を測る新しい評価項目として関心を集めるようになった。

ESG投資への関心の高まり

責任投資原則（PRI）の署名機関数と運用資産残高の推移

ESG投資の例

＊2 G7各国の開発金融機関が自らの資金提供を呼び水に民間の投資を促進することで、2020年までに30億ドルの資金を投入することを目指すもの。
＊3 これまでにインド、カンボジア、スリランカ、ミャンマーで事業を展開。 ＊1 主要国首脳会議。フランス、アメリカ、イギリス、ドイツ、日本、イタリア、カナダの7か国と欧州連合（EU）の首脳が年に1回集まって開催される。

参考 ： THE PRIウェブサイト
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上 ： 五常・アンド・カンパニーのマイクロファイナンス事業では、最終便益者の95％が女性だという。写真は、五常グループが出資したマイクロファイナンス
機関からの融資を通じてカンボジアで織物製造の町工場を設立した女性。  下 ： ミシンの購入資金を得てビジネスを始めたミャンマーの女性。

出融資

出資者

JICA 投資家、開発金融機関 など

最終便益者

途上国の中小零細事業主や女性など

出融資

五常・アンド・カンパニー
日本ASEAN 女性エンパワーメントファンド

Women’s World Banking女性の金融アクセス向上事業

投資先

途上国のマイクロファイナンス機関

融資

マイクロファイナンス機
関への資 金 提 供を行
い、途上国の金融アク
セスの向上に貢献

少額の融資を実施
家計簿のつけ方などの

指導を行う場合も

JICAが投融資に
参加することで、
民間のリスクを

軽減

ビジネスチャンスにつながる
自分の口座が持てる

増加中
！

民間と連携した協力のかたち
途上国の人々にとって、金融サービスを利用するにはさまざまな障害がある。

そこで近年注目されているのが、民間企業等を通じて途上国の開発を促進するJICAの海外投融資だ。

進む途上国への投資

文●久保田 真理

金融
みんなのお金
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金
融
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

よ
く
な
い
層
の
一
つ
に
、
中
小
零
細

企
業
の
事
業
者
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ

の
多
く
は
大
企
業
に
比
べ
て
事
業
基

盤
が
脆
弱
で
不
安
定
で
あ
り
、
さ
ら

に
信
用
力
や
金
額
が
少
額
す
ぎ
る
な

ど
の
問
題
で
大
き
な
商
業
銀
行
か
ら

融
資
を
受
け
る
こ
と
が
難
し
い
。
そ

の
た
め
、
小
口
の
融
資
や
貯
蓄
な
ど

の
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
マ
イ

ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
機
関
を
利
用
し

て
資
金
調
達
を
行
っ
て
い
る
事
業
者

も
多
い
。

　
そ
ん
な
な
か
、
2
0
2
0
年
か

ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
よ
り
、
途
上
国
の
中
小

零
細
企
業
は
深
刻
な
影
響
を
受
け
て

い
る
。
J
I
C
A
は
20
年
11
月
、
途

上
国
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
機

関
に
融
資
を
行
う
「
C
O
V
I
D-

 

19
新
興
国
中
小
零
細
企
業
支
援

フ
ァ
ン
ド
」
に
最
大
3
5
0
0
万

米
ド
ル
を
出
資
す
る
契
約
に
調
印
し

た
。
日
本
A
S
E
A
N
女
性
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
フ
ァ
ン
ド
と
同
様
に
、

途
上
国
に
お
け
る
女
性
の
金
融
ア
ク

セ
ス
改
善
を
支
援
し
て
き
た「Blue 

Orchard Finance

」
が
フ
ァ
ン
ド
マ

ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
同
フ
ァ
ン
ド
を
運

営
す
る
。
米
国
開
発
金
融
公
社
や
英

国
連
邦
開
発
公
社
な
ど
の
開
発
金
融

機
関
も
参
加
し
て
お
り
、
日
本
、
ア

メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
が
連
携
し
て
コ

ロ
ナ
禍
下
の
中
小
零
細
企
業
支
援
に

日本ASEAN女性エンパワーメント投資先の、インドMFIの女性顧客。 金細工加工で生計を立てるインドの女性。（©Photo courtesy of Women’s 
World Banking）

より良質な牛乳を提供するために牛を購
入したインドの女性。収入が増えたこと
で、貯蓄も開始することができた。

性
は
、
借
り
入
れ
前
に
M
F
I
が
実

施
す
る
財
務
研
修
を
受
講
し
、
資
金
繰

り
に
関
す
る
知
識
を
得
た
。
そ
れ
に
よ

り
適
切
な
財
務
管
理
下
で
順
調
に
事
業

運
営
す
る
こ
と
が
で
き
、
収
入
が
安
定

し
た
お
か
げ
で
子
ど
も
が
学
校
に
通
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
別
の
女
性
は
、

業
者
に
高
値
で
販
売
で
き
る
良
質
な
牛

乳
を
出
す
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
乳
牛
を
購
入

し
て
収
入
が
安
定
。
M
F
I
と
頻
繁
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
事
業

に
つ
い
て
も
相
談
し
、
貯
蓄
が
始
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
あ
る
女
性
が
家

族
で
靴
製
造
業
・
卸
売
業
を
開
始
。
融

資
に
よ
り
、
材
料
の
一
括
購
入
で
通
常

よ
り
も
安
価
に
仕
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
収
入
が
安
定
し
て

子
ど
も
が
学
校
に
通
え
る
よ
う
に
な
り
、

追
加
融
資
で
靴
工
場
の
拡
大
を
検
討
し

て
い
る
。

　
J
I
C
A
は
、
さ
ら
な
る
女
性
の

能
力
強
化
の
た
め
に
、
20
年
2
月
に

「W
om
en’s W

orld Banking

女
性

の
金
融
ア
ク
セ
ス
向
上
事
業
」
に

1
1
5
0
万
米
ド
ル
を
出
資
す
る
契

約
を
結
ん
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
サ
ブ
サ

ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
と
南
ア
ジ
ア
を
中
心

と
す
る
開
発
途
上
地
域
の
女
性
向
け
金

融
機
関
等
へ
の
投
融
資
が
行
わ
れ
、

J
I
C
A
が
出
資
す
る
フ
ァ
ン
ド
を

通
じ
て
金
融
機
関
等
へ
の
技
術
支
援
も

併
せ
て
実
施
さ
れ
る
。

　
2
X
チ
ャ
レ
ン
ジ
：
女
性
の
た
め

の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
、
今
年
英
国
で
開

催
予
定
の
G
7
サ
ミ
ッ
ト
で
引
き
続

き
取
り
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
、
女
性
の

金
融
ア
ク
セ
ス
へ
の
取
り
組
み
が
ま
す

ま
す
加
速
し
て
い
く
状
況
に
あ
る
。

J
I
C
A
の
投
融
資
参
加
が
民
間
資

金
の
呼
び
水
と
な
っ
て
資
金
流
入
を
増

や
し
、
技
術
協
力
な
ど
を
併
せ
て
行
っ

て
い
く
こ
と
で
開
発
効
果
を
さ
ら
に
上

げ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
海
外
投
融
資

│
J
I
C
A
は
こ
れ
を
今
後
も
増

や
し
て
い
く
方
針
だ
。

マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
機
関（
M
F
I＊4
）

は
、
た
だ
資
金
を
貸
し
付
け
る
の
で
は

な
く
、
金
融
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識

を
伝
え
る
た
め
の
取
り
組
み
も
行
っ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
お
金
を
借
り
る
意

義
・
権
利
、
計
画
的
な
返
済
、
家
計
簿

の
つ
け
方
、
収
支
の
記
録
に
よ
る
資
金

管
理
な
ど
、
お
金
に
関
す
る
重
要
な
知

識
に
つ
い
て
講
習
会
を
行
っ
て
い
る
と

い
う
。
ま
た
、
本
人
は
も
と
よ
り
近
隣

住
民
に
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
そ
の

時
点
で
借
り
て
い
る
お
金
の
有
無
を
貸

し
付
け
前
に
確
認
し
、
債
務
超
過
に
な

ら
な
い
金
額
を
融
資
す
る
よ
う
に
し
て

い
る
。「
融
資
は
利
息
の
支
払
い
も
伴

い
ま
す
。
適
切
な
資
金
計
画
が
な
け
れ

ば
、
現
地
の
女
性
た
ち
の
生
活
は
融
資

に
よ
り
悪
化
す
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

彼
女
た
ち
が
現
実
的
に
借
り
ら
れ
る
金

額
を
事
前
に
し
っ
か
り
把
握
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
人
た
ち

を
集
め
て
、
紙
芝
居
を
し
な
が
ら
『
お

酒
に
使
う
の
は
ダ
メ
だ
け
れ
ど
、
家
畜

を
飼
う
の
は
い
い
』
と
い
っ
た
借
り
た

お
金
の
使
い
方
を
効
果
的
に
伝
え
て
い

る
M
F
I
も
あ
り
ま
す
」
と
同
部
の

山
本
久
瑠
美
さ
ん
は
、
M
F
I
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

融
資
を
受
け
て

仕
事
や
生
活
が
向
上

　
M
F
I
か
ら
融
資
を
受
け
た
女
性

た
ち
の
行
動
や
生
活
は
ど
う
変
わ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
イ
ン
ド
で
食
料
品
や
生

活
雑
貨
を
扱
う
小
売
店
を
起
業
し
た
女

＊4 Micro Finance Institutionsの略。

上 ： 過去にＪＩＣＡが出資したファンドを通じてマイクロファイナンス機関から
借り入れを行い、食料品、生活雑貨を扱う小売店を起業したインドの女性。
下 ： 家族経営による靴製造・卸売業を開始したミャンマーの家族。

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
フ
ァ
ン
ド
で
支
援
の
対
象
と

な
る
の
は
、
お
も
に
平
均
従
業
員
数

10
人
の
零
細
事
業
者
、
個
人
事
業
主
、

事
業
者
で
な
い
個
人
の
借
り
主
だ
。

「
男
性
と
比
べ
る
と
女
性
の
ほ
う
が

雇
用
の
状
況
が
不
安
定
な
こ
と
も

多
い
の
で
、
結
果
と
し
て
支
援
対
象

に
は
女
性
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

『
C
O
V
I
D-

 

19
フ
ァ
ン
ド
』
へ
の

出
資
に
は
、
日
本
A
S
E
A
N
女

性
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
フ
ァ
ン
ド
に

お
け
る
既
存
の
顧
客
層
に
向
け
た
追

加
支
援
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
」

と
民
間
連
携
事
業
部
の
舟
越
和
子
さ

ん
は
説
明
す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
途
上
国
に
か
ぎ
ら
ず
世
界
的
に

経
済
が
低
迷
し
て
い
る
な
か
、
途
上

国
の
中
小
零
細
企
業
に
と
っ
て
資
金

調
達
の
要
で
あ
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
機
関
自
体
の
資
金
調
達
環
境

も
悪
化
し
て
い
る
。
従
来
か
ら
金
融

ア
ク
セ
ス
が
よ
く
な
い
中
小
零
細
企

業
の
状
況
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
事

態
に
、
迅
速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
同
フ
ァ
ン
ド
は
7
年
間
継
続
す
る

予
定
だ
。
世
界
経
済
の
見
通
し
が
不

透
明
な
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、
2

回
目
、
3
回
目
の
資
金
募
集
時
に
は

J
I
C
A
の
投
資
が
呼
び
水
と

な
っ
て
、
民
間
投
資
が
活
発
に
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ファンドへの出資を通じて
コロナ禍下の中小零細事業者を支える

新型コロナウイルス感染症が途上国の中小零細企業に及ぼす影響は深刻で、
多くの事業者にとって資金繰りが課題となっている。

JICAは他の開発金融機関等と連携しながらこの課題に取り組んでいる。
文●久保田 真理

金融
みんなのお金

特集
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